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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成26年4月3日(2014.4.3)

【公開番号】特開2013-205584(P2013-205584A)
【公開日】平成25年10月7日(2013.10.7)
【年通号数】公開・登録公報2013-055
【出願番号】特願2012-73792(P2012-73792)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｆ   1/13     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  27/22     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1333   (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/66     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｆ   1/13    ５０５　
   Ｇ０２Ｂ  27/22    　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/1333  　　　　
   Ｇ０９Ｆ   9/00    ３１３　
   Ｇ０９Ｆ   9/00    ３６１　
   Ｈ０４Ｎ   5/66    １０２Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成26年2月13日(2014.2.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項７】
　偏光層をさらに備え、
　前記第１基板部と前記偏光層との間に前記第２基板部が配置され、
　前記偏光層は、前記第２基板部上の液晶分子の長軸方向を前記第１主面に投影した第２
配向方向に対して平行な偏光軸を有する偏光を、前記第２基板部を介して前記液晶層に入
射させる請求項４～６のいずれか１つに記載の液晶レンズ装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　本実施形態においては、第１配向方向Ｌ１は、第２配向方向Ｌ２に対して非平行に設定
される。従って、第１配向方向Ｌ１は、０度ではなく、１８０度でもない。さらに、本実
施形態においては、液晶層３０における配向の捩れは９０度未満に設定される。そして、
スプレイ配向（またはベンド配向）ではない配向が形成される。このとき、プレチルト角
は０度以上でよい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８３
【補正方法】変更



(2) JP 2013-205584 A5 2014.4.3

【補正の内容】
【００８３】
　図６は、第１の実施形態に係る液晶レンズ装置の特性を例示するグラフ図である。　
　図６は、液晶光学素子部１１０ｕと表示部１２０とを積層したときの、液晶光学素子部
１１０ｕから出射する光の透過率をシミュレーションした結果を示している。このシミュ
レーションでは、表示部１２０から出射する画像光１２５の偏光軸Ｐ１は、Ｘ軸方向（例
えば水平軸）と平行とした。そして、第１電極１１の延在方向に対して直交する第２方向
Ｄ２と第２配向方向Ｌ２との間の角度（電極直交角θｅ２）を０度～４５度の範囲で変え
た。そして、捩れ角θＬＣ０が電極直交角θｅ２である場合（捩れ配向の液晶レンズ装置
１１０）と、捩れ角θＬＣ０が０度の場合（平行配向の液晶レンズ装置１１８）と、に関
して特性をシミュレーションした。図６の横軸は、電極直交角θｅ２である。縦軸は、偏
光軸Ｐ１を有する光（画像光１２５に対応）に関する透過率Ｔｒである。透過率Ｔｒは、
最大値を１として規格化している。


	header
	written-amendment

